
2022/05/13 
I・HEAP 

 1 

Introduction 

イントロダクション：歴史的正義と歴史教育とをつなぐ 

Introduction: Connecting Historical Justice and History Education 
 

担当：川口広美（広島大学大学院人間社会科学研究科） 

hkawaguchi@hiroshima-u.ac.jp 
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■重要用語 

・transitional justice:移行期正義 

・historical justice:歴史的正義 

・educationalisation:教育化 
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 まとめ 

１． はじめに （pp.1-3） 

（前提） 

・近年、歴史的正義をもとめる動きが世界で活発化している。＝過去に犯した過ち（例：植民地主義、大量

虐殺、戦争犯罪）を正すことがトレンド 

→刑事裁判・賠償・公式謝罪・真実和解委員会などの動き 

・しかしながら、歴史的正義は、既存の法制度などの枠組みにも埋め込まれている。歴史は集合的過去を

マネージメントする上で重要な役割を占めるようになった。 

・博物館・記念施設と同様に、学校教育も歴史的不正義に関する知識を一般市民に広げる役割がある 

（先行文献の問題意識） 

・困難な歴史（Difficult）・繊細な(Sensitive)・論争的な（contested）歴史についての書籍の出版 

→しかし、これらは歴史的正義・歴史教育の両分野にとっての課題や可能性といった変化・進展する関

係性について論じられていなかったのではないか？ 

（本書の位置づけ） 

・主題：歴史的正義・歴史教育の両分野の交差点。歴史的正義の運動やプロセスの期待がどのように教

育、中でも歴史教育に向けられているか 

→歴史教育と歴史的正義の関係性において、経験的・概念的に重要な特徴を探究し、その接続にある

多様な問題や可能性について検討する 

→研究・政策・実践の試金石を、研究者・政策立案者・実践者・教師に提供したい！ 

 

２． コンテクスト（pp.3-5） 

（１）歴史的正義をめぐる論争の激化 

・フランシス・フクヤマ「歴史の終わり」（1992）：自由主義・資本主義の勝利 

→現在は、歴史の終わりどころか、歴史は「未来のビジョンを提示し、現代のアジェンダを形成するための」

「論争の場」になっている 

・「論争の場」としての過去の不正の是正運動が激化。 

→過去の不正について見直すことは、リベラルデモクラシーが求める普遍的人権の１つに位置 

例）ブラックライブスマター、イギリスでの大英帝国の見直し、オーストラリアでの「真実と正義の委員会」

が設立 

・背景にある冷戦後の現象：過去の不正義に対する修復的アプローチの高まり 

 

（２）歴史教育と歴史的正義の関係性 

・従来は関連していなかった 

・近年、真実委員会の教育とのかかわりを調べた文献（Paulson and Bellino） 

→教育とのかかわりが増加 
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・歴史教育の位置づけ：①過去の不正に対応するための改革が必要な場 ②不正を是正できる領域とし

ての場 

→異なり矛盾するアジェンダの存在→整理を行う必要性がある 

 

３． 概念（concept）、緊張関係（tenｓionｓ）、機会（opportunities）（pp.5-11） 

（１）概念 

・歴史的正義：冷戦後に登場した過去の過ちを認め、是正し、再発を防止しようとするグローバルな原動力。

広義の概念として本書では使用。 

⇔移行的正義（transitional justice）：歴史的正義の中でも、とくに国家の救済と再建を目的とした公的

なプロセスやメカニズムを表すもの。 

・歴史教育：①学校教育、②博物館などのパブリックヒストリーの領域、③真実委員会や公式謝罪などの市

民に過去の不正義を伝えようとするもの、をあわせたもの 

 

（２）緊張関係・機会 

※本書では、歴史的正義・歴史教育をかなり広い意味として用いる。その過程で見えてきた核となるテーマ

と緊張関係・機会を以下で述べる。 

A) 多様なコンテクストにおける歴史的正義 

・移行的正義の適用する社会とは？ 

（伝統的）ポストコンフリクト社会：内乱・暴力・権威主義からのリベラルデモクラシーへの移行（例：

ルワンダ） 

（本書）広義に捉える：①「福祉国家」民主主義における不正義状況（例：少数者の権利を犠牲にし

て福祉国家を確立したスウェーデン）、②旧帝国国家における不正義状況（例：イギリス：帝国時代

のレガシー） 

B) 歴史教育のパラダイムと伝統 

・歴史教育のアプローチと歴史的正義の緊張関係（例：オフィシャルナラティブの伝達を無目的に行

っていると社会的不公正の歴史は埋もれてしまいがち） 

・歴史的正義は歴史教育のアプローチや目標に挑戦する⇔歴史教育のアプローチは学問的ツール

を用いることで、公的物語に対抗できることを示してきた（例：歴史意識・歴史文化） 

・本書は、歴史教育と歴史的正義に関する緊張関係と可能性を複数示している 

（例：歴史教育＝和解や活動に関する知識をえる、歴史教育＝教育の改善や歴史正義の実践） 

ｃ）教育化（educationalisation） 

・歴史的正義のアジェンダが、カリキュラム・ペダゴジー・教材・博物館・記念碑などに翻訳される過

程を分析するための概念。ある種の知識を教育的言説に移行すること＝教育化とする。 

・トレーラー（2016）１８世紀以降に社会的問題が、教育手段によって解決されるべき問題として解

釈されるようになる（川口が考えた例：ジェンダー不平等がある→ジェンダー不平等を教育的課題と
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して、学校で取り組まないといけない） 

・歴史的不正義の是正と対策を教育化しようとする動きは教育における歴史的不正義の問題を見え

にくくさせる効果も持つ 

→そのため、「双方向のまなざし」が重要：歴史的正義のプロセスが教育の促進につながるのか、 

過去の教育で行われた歴史的不正義さを認識することは教育に悪影響をもたらすのか。 

 

※そのほかにも、アップル「オフィシャル・ナレッジ」論、バーンステインの再文脈化の議論などの重要

な概念も採用されているとのことです。 


